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日、以下 LTRA）を既治療に追加する群と LTRA を追加しない群に分類した。但し患者利益を考え
LTRA 追加群と LTRA 非追加群の登録数を約 3:１に設定。３ヶ月間の治療期間前後に呼吸機能検査
と喘息及びアレルギー性鼻炎に対する我が国独自の健康関連 QOL 調査票（喘息；AHQ-Japan とア
レルギー性鼻炎；JRQLQ）を用いて患者の自覚症状を各々評価し、その相関を検討した。 
【結果】2004 年 2 月～2005 年 4 月に前向き調査を施行。LTRA 追加群 21 名、LTRA 非追加群 8 名
について検討した。両群間で患者背景に優位差は認めなかった。喘息と通年型アレルギー性鼻炎の健
康関連 QOL 結果は強く相関（p=0.0001、p=0.003）した。また LTRA 投与群のみに治療後の呼吸機
能の改善（FVC 2.47→2.61L；p=0.02、FEV1.0 1.99→2.10L；p=0.002、PEF 5.38→5.80L/m；p=0.01）
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アレルギー性鼻炎合併喘息患者においては早期からの LTRA の使用が推奨されると考えられた。 
以上の研究は今後の通年型アレルギー性鼻炎合併喘息の病態解明と治療法の確立に貢献すると考
えられることから、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
